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概要

金属被着材間の高強度接着接合部の衝撃荷重下における割裂抵抗を評価します。

接着接合体の動的割裂抵抗性試験
くさび衝撃法（JIS K 6865）

Cat.No 3E2J-152-00-210526

自動車の車体素材には様々な金属やプラスチックが使用され、これら素材の組み立てには構造用接着剤を使用した接合
が急速に普及しています。構造用接着剤の使用頻度の増加にともない、とくに安全上重要な構造物について、衝撃を受けた
際に起こり得る性能の低下を評価する必要が生じています。接着接合体の高速くさび衝撃試験は、接着剤で結合された
接合部が衝撃を受けた際の破壊挙動を評価するために開発された手法です。さまざまな速度と温度で構造用接着剤の
へき開破壊に対する抵抗を測定でき、衝撃で接着部に亀裂が入り始めた時の荷重（最大試験力）と接着部の亀裂が進展
する引き裂き強度（割裂抵抗力）を評価できます。

図1 高速変形試験機の外観と仕様

図2 くさび衝撃試験状況

調査結果例

最大試験力： 120kN
負荷速度： 10mm/sec～10m/sec 
ストローク： 400㎜
試験温度： －197℃～100℃
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本試験で使用する試験機（高速変形試験機）を図1に、試験状況を図2に示します。

試験片： JIS規定形状（対称くさび、非対称くさび）
（※規格外試験片でも対応可能な場合がありますので、お気軽にお問い合わせ下さい）

試験結果例を図3に示します。
試験開始直後に被着材の変形に伴う最大試験力を示し、
その後、接着剤の凝集破壊や試験材/接着剤界面の界面
破壊力に由来した平均割裂力が確認されます。

動的割裂抵抗力（kN／m）
＝平均割裂力÷試験片幅

・ 試験片： 薄板（自動車用金属薄板）20㎜幅×0.6～1.7㎜t
組み合わせ例：金属＋金属、金属＋樹脂、金属＋複合材

・ エネルギー： 50～300J
・ 試験速度： アルミ合金3m/s、鋼2m/s

図3 くさび衝撃試験の試験力-変位曲線と仕様


